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1. 社会保険 健康保険の被扶養者の年収判断 

健康保険の被扶養者の認定基準の一つに、年間収入に関する基準があります。これまで、この年間収入は「今後 1 年間

の収入見込み」によって判断されていましたが、4 月からは「労働条件通知書から見込まれる年収」に基づいて判断する

扱いに変わりました。本稿では、この変更についてお伝えします。 

 

１．健康保険の被扶養者の認定 

健康保険の被扶養者になるためには、次の年収に関

する基準を満たす必要があります。この点は以前と変

わりません。 

 

年収が130万円（※1）未満で 

１．被保険者と同居の場合には、被保険者の年収の 

2分の1未満 

２．被保険者と別居の場合には、被保険者からの仕送 

り額未満 

（※1）19歳以上23歳未満（被保険者の配偶者を除く）は 

150万円。60歳以上、または障害厚生年金を受け 

られる程度のある人は180万円 

 

今年3月まで、年収130万円未満かどうかは、過去

の収入や現時点の収入などから、今後1年間の収入を

見込んで判断していました。 

4月1日以降は、労働契約で定められた賃金から見込

まれる年間収入で判断することになりました。その際

は、労働条件通知書等の労働契約の内容が分かる書類

により、年収130万円未満かどうかを確認します。 

年収の計算は、労働条件通知書等に規定された時

給、労働時間、労働日数などを基に行います。諸手当

や賞与も、労働条件通知書等に記載されていれば計算

に含めます。 

労働契約書等に明確な定めがなく、契約段階で金額 

 

 

を見込みにくい時間外労働に対する賃金等は、年間収

入の見込額に含まないこととなります。そのため、給

与明細書や課税（非課税）証明書等で結果的に年収が

扶養認定基準を上回っていても、残業代等が「社会通

念上妥当な範囲」であれば扶養認定を取り消す必要は

ないとされています。 

今年3月までは、残業代を含めて年収を見込んでい

ました。このため、パート・アルバイトで働く人は、

毎年秋ごろになると、年収が130万円以上にならない

ように労働時間を減らさざるを得ませんでした。こう

した働き控え（就業調整）が行われると、繁忙期に人

手が不足するため、企業にとっても痛手でした。今回

の見直しは、こうしたマイナス面に対処する取り組み

となっています。 

 

2．実務面の注意事項 

従業員の家族を被扶養者にする場合、企業はその届

を保険者（※2）に提出します。保険者はこの届をも

とに、被扶養者にするかどうかを判断します。 

（※2）全国健康保険協会（協会けんぽ）や各健康保険組合 

のこと。協会けんぽに加入している企業は、年金事 

務所に健康保険被扶養者（異動）届」を提出する。 

 

全国健康保険協会の届を例に挙げると、企業の担当

者は「健康保険被扶養者（異動）届」を書く際、労働

条件通知書等から見込み年収を確認し、「収入（年 

 

令和 8 年 5 月号 

こんにちは。新緑が心地よい季節となり、毎朝のウォーキングで通る景色も鮮や

かな緑に変わり、季節の移ろいを感じながら歩いています。 

さて、今月はカスタマーハラスメント対策についてご案内いたします。近年、顧

客や取引先からの過度な要求や不適切な言動により、従業員の就業環境が害され

るケースが増加していますが、令和 8 年 10 月からは、こうしたカスハラに対して

事業主が適切な対応を行うことが求められるようになります。ハラスメントへの

対応は、企業の安全配慮義務とも密接に関係しており、対応が不十分な場合には訴

訟に発展するケースも見られます。企業としては、対応を個人任せにするのではな

く、相談体制の整備や対応方針の明確化など、組織的に対応できる体制を整えてい

く必要があります。施行は今年の 10 月からですが、実際の運用を見据えると早め

の準備が重要となります。それでは今月もどうぞよろしくお願いいたします。安藤 
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2. 労働時間 労働時間 増やしたい？減らしたい？ 

企業にとって、適切な労働時間の設定は簡単なテーマではありません。人材確保や生産性、健康確保とのバランスを図

る必要があるうえ、従業員の意向も一様ではないためです。ワークライフバランスを重視する人もいれば、もっと働いて

稼ぎたいと考える人もいます。こうした意向の違いは、企業の経営にも直結します。本稿では、厚生労働省が 3 月に公表

した「働き方改革関連法施行後 5 年の総点検」の結果から、労働時間に関する労働者や企業の意識をお伝えします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省「働き方改革関連法施行後 5 年の総点検」より 

 

収）」欄に記載します。また、異動届の「扶養に関す

る申立書」欄に、対象者が給与収入のみである旨を書

きます。 

労働条件通知書等で年収を確認するのは、対象者が

給与収入のみのケースです。給与収入のほかに、年金

収入や事業収入があるときには、従来通り、給与明細

書や、自治体が発行する課税（非課税）証明書などに

より年収を判定します。 

また、労働条件通知書等で見込み年収が計算できな

いことがあります。例えば「シフト制」で労働時間が

はっきりしない方や、契約期間が1年に満たない方な

どです。このようなケースも、給与明細書や課税（非

課税）証明書などにより見込み年収を計算します。労 

 

 

働条件通知書がない場合も同様です。 

 

3．さいごに 

本稿制作時点では、厚生労働省の通知やQ&Aによ

り、基本的な取扱いは示されています。実際の手続き

や必要書類の案内は保険者によって異なる場合がある

ため、日本年金機構や加入先の健康保険組合等のホー

ムページなどで最新情報を確認しておきましょう。 

また、企業は保険者から年1回、被扶養者の収入確

認を求められます。その際も、給与収入のみの被扶養

者については、労働条件通知書で年収を確認すること

になります。 

 

 

 

１．「減らしたい」が30％ 

 この調査は、厚生労働省が昨年10～12月、働き方

改革関連法施行後5年の状況を把握するため、労働者

と企業を対象に行ったものです。労働者への調査に

は、様々な業種、企業規模の3,000人が回答。「労働

時間をどのようにしたいか」という質問では、「この 

ままでよい」が59.5％、「減らしたい・やや減らした 

 

 

い」が30％、「やや増やしたい・増やしたい」が

10.5％でした。全体の3割は、現在の労働時間を長い

と感じているという結果になりました。 

「減らしたい・やや減らしたい」と答えた人と、

「やや増やしたい・増やしたい」という人に理由を尋

ねたところ、次のような結果（複数回答）が出まし

た。 
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Q & A 
記事の中でちょっと気になる豆知識をご案内。今回は、1 ページ目の「健康保険の被扶養者の年収判断」

に関連する豆知識をお伝えします。 

 

 

 
  

Q． 

結果的に年収が扶養認定基準を上回っていても、残業代等が「社会通念上妥当な範囲」

であれば扶養認定を取り消す必要はないとされているということですが、「社会通念上

妥当である範囲」とは具体的にどのような範囲を指すのでしょうか。 

A． 

厚生労働省より公表されている Q＆A（https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/

tsuchi/T260310S0010.pdf）では、次の理由から「一概に示すことは困難」とさ

れています。 

・ 仮に具体的な金額を設定した場合、当該金額が新たな「年収の壁」となりかねないこと 

・ 社会通念上妥当とは、社会一般に通用している常識や見解に照らして妥当という意味であり不変的なものではないこと 

・ 当該臨時収入が、恒久的な勤務時間の増加を伴わない一時的な事情等による場合もある等、金額のみでは判断が困難で

あること 

同 Q＆A 内に「社会通念上妥当な範囲」を超える一例として、「臨時収入の支給を前提として、通知書等において賃金や労

働時間を不当に低く記載していたことが判明した場合」と挙げられてはいるものの、これ以外に一律の金額や基準は明ら

かにされていない中では、個別事情に応じて総合的に判断されることになると考えられます。 

したがって、企業としては「社会通念上妥当な範囲」の解釈を探るよりも、まずは労働条件通知書等の労働契約の内容が

分かる書類において、賃金額、所定労働時間、契約期間などの記載を適正に整備し、更新・変更の都度、内容を見直してお

くことが肝要です。 

 

労働時間を減らしたい理由では、「自分の時間を持

ちたいから」という人が最も多く、ワークライフバラ

ンスを重視する傾向がうかがえます。 

一方、労働時間を増やしたい理由は、「たくさん稼

ぎたいから」が最も多く、「所定労働時間以外の労働

分の収入 （残業代）がないと家計が厳しいから」と

いう切実な理由も3番目に多いという結果となってい

ます。 

 

２．「増やしたい」企業16.2％ 

一方、企業（327社）への調査では、「現状のまま

がいい」が201社（61.5％）、「減らしたい」が73社

（22.3％）、「増やしたい」が53社（16.2％）でし

た。「増やしたい」と考える割合が、労働者の回答

（10.5％）よりも高いのが特徴です。 

 「増やしたい」理由として、業務の性質の観点から

（29社）、受注量を増やす観点から（9社）、労働者の

希望の観点から（9社）、人手不足の観点から（7社）、

仕事の完成度や技術を上げる観点から（5社）などが

あがりました。「工期が厳しく、残業で対応しないと

いけない現場を年数件ほど断っている」（建設業）、

「30～40代の若い運転手から『子育て等にお金がか

かり労働時間を増やしたい』とのニーズがある。運転

手は『他の会社に行ったほうが（長い時間働くことが

できて）稼げる』という情報があれば、すぐに他の会

社に移ってしまうため、囲い込みのためにも増やした

い」（運輸業、郵便業）といった声が上がりました。 

 

 

一方、「減らしたい」理由は、人材確保・定着の観

点から（22社）、労働者の健康確保・ワークライフバ

ランスの観点から（18社）、人件費抑制の観点から

（9社）などとなっています。 

 

３．さいごに 

 今回の調査結果から分かるのは、労働時間に対する

考え方が、労働者の間でも企業の間でも一様ではない

ということです。現状維持を望む声が多い一方で、労

働時間を減らしたい人も、増やしたい人も一定数存在

しています。 

そのため、労働時間を考えるに当たっては、直ちに

制度見直しを検討するのではなく、現状の運用の中

で、どのようなニーズがあり、どこに無理や偏りが生

じているのかを把握することが重要です。全員にとっ

て最適な対応は難しくても、自社として優先的に向き

合うべき課題を整理することはできます。 

とくに中小企業では、人手不足や受注対応の必要性

がある一方で、健康確保や人材定着への配慮も欠かせ

ません。実労働時間の状況や、業務量の偏りを確認

し、現行制度の範囲内で対応できることを検討したう

えで、なお課題が残る場合に制度面の見直しを考える

ことが現実的です。 

労働時間の問題は、単なる長短の議論ではなく、人

材確保、定着、生産性、健康管理に関わる経営課題で

す。自社の現状を客観的に整理し、運用と制度の両面

から、実態に合った対応を進めていくことが大切です。 
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✿事務所スタッフより✿ 
 

突然ですが、チョコミントはお好きでしょうか？ 

私は昔から大好きで、特にこの時期に多く発売されるいろいろな種類のチョコミントのお菓子を見かけると、ついつい

レジへと運んでしまいます。 

 近年、チョコミン党という言葉ができたり、昔に比べて随分とチョコミントという味がメジャーな味

として地位を得つつあるように感じていますが、チョコミントが好きな人であれば耳にたこができるほ

ど聞く言葉がこれですね。 

「チョコミントって歯磨き粉の味だよね。」 

 毎回喧嘩が勃発するんじゃないかと思いますね。爽快感が似ているというだけでチョコミントのこと

も歯磨き粉のことも語らないでほしいものです。 

 ちなみにチョコミント味のものの多くは季節限定商品であることが多いです。季節も数も限られてい

るので、私としては、歯磨き粉の味がすると思われる方にはそのままチョコミントの良さに気付い

てくれなくて大丈夫です…！という気持ちもあります。ただ、ミント度のあまり高くないものか

ら、チョコの味はどこに？というレベルでミント感しかないものまで、多種多様なチョコミント味

の商品が増えているので、食わず嫌いの方にはゆるやかなミント感のものから是非試してみてほし

いです。 

 特に今年は無印良品さんでお菓子をはじめ、ドリンクまで多くの種類が発売されているようで、

売り切れる前に早く行かないと、と思っています。（山上） 

 

 

 

 

5 月の風が心地よく、緑鮮やかな季節になりました。 今年の「八十八夜」は 5 月 2 日頃。この日に新茶を飲むと「一

年を無病息災で過ごせる」という古くからの言い伝えがあります。この時期に摘み取られる「一番茶」には、冬の間に蓄

えられた栄養がぎゅっと凝縮されているからです。 

私の住む街やその周辺にはたくさんの茶畑があり、お茶の栽培が盛んです。地域には多くのお茶屋

さんがあり、栽培から加工・販売まで一貫して行われています。 最近ではお茶のスイーツも充実

しており、どら焼きや抹茶アイス、パフェにチョコレートなど、目移りするほどです。また、日本

茶の品種（やぶきた等）で作られる「和紅茶」も注目されています。海外産に比べて渋みが少なく、

ほのかな甘みとスッキリした繊細な味わいが特徴だそうです。 

1 月には、お茶の見た目・香り・味から産地や種類を当てる「闘茶会（利き茶大会）」が開催されました。今回からは一般

の方も参加できるようになり、より身近にお茶文化を感じられるようになっています。 

皆さまもぜひ、旬の新茶で「ほっと一息」いれてみてはいかがでしょうか。     （市原） 
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